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◆
「
は
な
せ
ば
」
わ
か
る
？ 

国
会
で
は
、
野
党
６
党
が
審
議
拒
否
か
ら
徹
底
審
議
に
切
り
替

え
、
北
朝
鮮
問
題
（
核
・
ミ
サ
イ
ル
）
が
大
き
く
動
く
か
の
よ
う

な
状
況
に
な
り
、
日
中
韓
首
脳
会
談
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
「
イ
ラ
ン
核
合
意
の
離
脱
」
の
決
定

は
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
、
す

な
わ
ち
、
原
油
価
格
な
ど
、
ま
た
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。（
現
地
時
間
五
月
八
日
離
脱
決
定
。）
さ
ら
に
、
ア
メ

リ
カ
に
よ
る
イ
ラ
ン
制
裁
措
置
の
先
行
き
も
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ど
ち
ら
の
課
題
も
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
届
く
頃
は
、
一
定
の
進

展
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
や
関
係
国
、

そ
し
て
、
国
際
社
会
の
安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

北
朝
鮮
問
題
で
は
、
拉
致
問
題
の
進
展
を
強
く
期
待
し
ま
す
。 

◆
「
政
治
」
の
要
諦
っ
て
？ 

「
熟
議
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
ま
す
。
現
実
の
「
政
治
」
の

場
で
は
、「
論
議
・
決
定
・
執
行
・
検
証
」
と
い
う
循
環
に
な
る
の

か
と
考
え
ま
す
。
集
団
（
政
党
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
あ
る
べ
き

価
値
理
念
」
を
も
っ
て
、
現
実
課
題
に
つ
い
て
情
報
収
集
、
分
析

や
解
決
策
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。 

集
団
（
政
党
）
の
間
で
熟
議
（
論
議
）
し
、
最
終
的
に
決
定
（「
一

人
一
票
の
多
数
決
」）
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
国
家
間
（
あ
る
い

は
、
国
内
の
集
団
））
に
お
い
て
は
、
目
指
す
べ
き
価
値
理
念
の
相

違
か
ら
闘
い
（c

o
n

flic
t

）
に
至
る
こ
と
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

し
か
し
、「
政
治
」
の
要
諦
は
、
闘
い
（c

o
n

flic
t

）
を
避
け
る
こ

と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
理
念
を
も
っ
た
国
際
社
会
、
国
際
関
係
が
あ

り
ま
す
。
宗
教
、
宗
教
観
、
思
考
様
式
、
文
化
的
背
景
は
違
う
と

い
う
前
提
で
、
国
際
社
会
の
中
で
日
本
は
歩
む
と
い
う
認
識
を
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

◆
「
違
い
」
を
わ
か
っ
て
の
地
域
づ
く
り 

 

 

訪
日
外
国
人
の
増
加
、
外
国
人
居
住
者
の
増
加
に
よ
り
、
生
活

習
慣
や
言
葉
の
違
い
に
よ
り
、生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル（
ゴ
ミ
出
し
、

騒
音
、ペ
ッ
ト
飼
育
な
ど
）様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

た
と
え
ば
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
管
理
組
合
の
設
立

時
に
日
本
語
だ
け
で
会
議
を
進
め
る
こ
と
へ
の
ク
レ
ー
ム
、
管
理

費
の
必
要
性
へ
の
疑
問
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
た
と
の
事
例
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

集
合
住
宅
に
お
い
て
、
日
本
人
居
住
者
の
地
道
な
努
力
と
外
国

人
居
住
者
の
理
解
に
よ
り
、
課
題
解
決
で
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
訪

日
外
国
人
の
増
加
と
い
っ
た
中
で
、
日
本
で
の
生
活
に
お
け
る
生

活
習
慣
や
文
化
へ
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
、
ぎ
ょ
う
せ

い
と
し
て
、
地
域
へ
の
支
え
を
ど
の
よ
う
に
は
か
る
か
と
い
っ
た



課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

災
害
時
で
の
外
国
人
居
住
者
へ
の
配
慮
、
ま
た
、
防
災
訓
練
へ

の
参
加
促
進
に
つ
い
て
の
取
組
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
各
自
治
体
で

は
、
災
害
時
の
取
組
み
の
検
討
、
地
域
防
災
計
画
へ
の
盛
込
み
、

訓
練
実
施
と
い
っ
た
具
体
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
地

震
が
な
い
国
や
地
域
か
ら
の
滞
在
者
へ
の
、
心
理
的
不
安
へ
の
対

応
も
想
定
さ
れ
と
思
い
ま
す
。 

外
国
人
の
居
住
者
や
旅
行
者
に
対
す
る
防
災
や
災
害
時
の
情
報

提
供
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
と
社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
団
体
間
の
連
携
な
ど
の
確
認
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
情
報
提
供
や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
で
は
、

そ
の
内
容
や
検
証
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。 

可
能
な
ら
ば
、
外
国
人
居
住
者
も
避
難
所
開
設
・
運
営
の
役
割
を

担
っ
て
も
ら
え
る
体
制
づ
く
り
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
外
国
人
避

難
者
へ
の
情
報
提
供
、
ル
ー
ル
の
徹
底
、
さ
ら
に
は
、
課
題
の
発

見
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
検
討
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

避
難
所
へ
の
受
入
れ
、
非
常
食
、
生
活
習
慣
の
違
い
、
意
思
疎

通
、
医
療
ケ
ア
、
日
常
の
情
報
提
供
・
周
知
、
交
流
な
ど
地
域
で

求
め
ら
れ
る
点
に
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
取
組
み
が
充
実
す

る
中
、
不
断
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
言
葉
の
や
り
と
り 

東
京
に
お
け
る
大
学
の
新
増
設
抑
制
、
地
方
へ
の
移
転
促
進
と

い
う
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
の
私
立
大
学
の

公
立
化
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
若
者
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
、
国

に
お
い
て
地
方
創
生
、
こ
の
大
学
定
員
問
題
な
ど
の
取
組
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
で
は
、
計
画
策
定
も
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
る
と
伝
え
ら

れ
ま
す
が
、
は
た
し
て
、
現
実
に
ど
の
程
度
の
効
果
や
実
績
が
挙

げ
ら
れ
る
の
か
検
証
、
確
認
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
が
言
わ
れ
続
け
た
中
で
も
、
大
学
の
定
員
は
、
増

え
続
け
、
逆
に
、
定
員
割
れ
や
経
営
難
の
法
人
に
つ
い
て
の
指
摘

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
は
、
大
学
の
定
員
厳
格
化
に
対
し
、
教
育
の

質
の
維
持
、
発
展
に
影
響
も
出
か
ね
ず
、
学
生
の
学
問
的
質
を
求

め
て
き
た
大
学
で
は
、
質
の
維
持
向
上
と
定
員
順
守
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。 

第
５９
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
出
生
数
は
、
二
年
続
け
て
１
０

０
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
若
者
を
東
京
圏
以
外
で
定
着
さ
せ
る

た
め
に
は
、
単
に
大
学
の
あ
り
方
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
雇
用
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
な
ど
総
合
的
な
施
策
が
国
に
求
め
ら
れ
ま
す
。 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
乗
り
、
大
学
入
試
英
語
で
民
間
試
験
活

用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
回
の
民
間
試
験
を
受
け
る
こ
と
に

よ
る
費
用
（
最
高
約
５
万
円
）
や
大
学
受
験
料
も
含
め
る
と
保
護

者
負
担
も
相
当
に
な
り
ま
す
。こ
の
点
、負
担
軽
減
に
関
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
の
か
も
重
要
な
課
題
で
す
。
す
で

に
、
民
間
試
験
を
受
け
る
中
学
生
へ
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
英
語
の
学
び
も
で
す
が
、
日
本
語
の
学
び
が

重
要
で
あ
り
、
言
葉
を
介
す
る
意
思
疎
通
の
本
質
考
え
る
こ
と
が

肝
要
と
考
え
ま
す
。 

 
 

（『
２
０
１
８
年
５
月
』
発
行
よ
り
） 


